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今春、広報委員会旅行で広島平和記念公園に行った。ここは中学校時代に１度修学旅行で訪れたこ
とがあった。ものすごい数の鳩が「うじゃ、うじゃ」いたという記憶があったのだが、今回は鳩が数えるほ
どしかおらず、あまりの少なさに本当にびっくりした。鳩は「平和のシンボル」だが人間にとっては「糞害」
を引き起こす。糞害対策を行ったのではないかと、勝手に考えてしまった。鳩にとって住みにくい世の中
になったのだろう。
さて先頃、我が家の玄関先の木の下に小さなたまごが落ちていた。見上げる

と木の枝に巣があり、そこに１羽の鳩がいた。その後は気になり外出時に「ちょ
こ、ちょこ」観察していると、１週間程で１羽のヒナどりを見ることができた。都
会や町では憎まれることが多いようだが、ひなどりはほんとかわいく心が癒さ
れ、えさをやりたくなる。が、ぐっと我慢。ひなの成長がたのしみ…と思ってい
たら３日で居なくなってしまった。どこに行ったのだろうか、だいじょうぶかな、
もっと見ていたかったなあ…あっけないほど早い巣立ちだった。

編集者のつぶやき
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主な行事予定 September

熊本県歯科医師会

Kumamoto Dental Association

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

6日（水）

9日（土）

19日（火）

27日（水）

30日（土）

第６回常務理事会

歯科医科連携キックオフシンポジウム

第７回常務理事会

第５回理事会

シニア倶楽部（ホテル日航熊本）
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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　山鹿市鹿央古代の森の古代ハスです。多くの
人々がカメラを持参して来ていました。約２千
年前の化石に含まれていた種を開花させた花。
２千年前の清浄な香りがします。

（N・Y）
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最近読んだ本の中に ｢人生は何もしなければ長すぎるが､ 何かを成し遂げるには短すぎる｣

という言葉があり､ 感じ入ってしまいました｡ 自分の人生を顧みても､ 色々チャレンジして

はみたもののあれよあれよという間に時は過ぎ去り､ 結局何も成し遂げられないままに60歳

になってしまったような気がします｡ まあその間一生懸命努力していたかというと､ これも

また怪しいものではありますが｡

そしてこの事は､ 組織にも同じ事が言えると思います｡

この度皆様方のご信任をいただき､ 浦田執行部が五期目を務めさせていただくことになり

ました｡ これまでの四期８年というのは､ 組織の性格や多様性を考えると決して短いとは言

えませんが､ やはり何かを成し遂げるにはあっという間だったというのが本音です｡

これまでの浦田執行部の大きな特徴と言えば､ 何と言っても医科歯科連携事業の推進が挙

げられます｡ 手前味噌が服を着て歩いているような言い方かもしれませんが､ 客観的な数字

等を見ても熊本県が全国に先駆けていることは間違いないと確信しております｡

その取り組みとしては､ まず田上常務理事が中心となって展開してきた歯周病と全身疾患

との関係､ とりわけ糖尿病・早産予防に関する事業が挙げられます｡ どちらもある程度の結

果を出しておりますが､ 早産予防については､ 熊本県・熊本大学と共同で､ 全県下に調査の

枠を広げ現在データの集積中であります｡

また､ 牛島専務理事が中心となって推進してきたがん連携事業・回復期病院との連携事業

につきましても､ 登録歯科医師の割合､ 紹介患者数等全国でもトップレベルにあり､ とりわ

け回復期病院との連携事業は全国初の試みとなっております｡ そして何よりも重要なのはこ

のような事業を推し進めることで､ 口腔ケアの重要性がこれまで以上に広く認識されてきた

ということです｡ 例えば､ 栃木県の足利赤十字病院ではリハビリ歯科というチームを編成し

重症患者に徹底した口腔ケアを施したところ､ がん周術期患者の肺炎発生率が他の調査では

2.2％～8.8％なのに対し0.4％､ 脳卒中の患者については誤嚥性肺炎の発症率が12.2％から4.4

％へ､ 平均在院日数が57日から27日と驚くべき減少効果を生み出しています｡ その結果脳卒

中患者の医療費は年間約3,500万円の節約となり､ 病院全体では億単位の医療費の削減が見

込めることになります｡

このような医科歯科連携によるさまざまな調査結果が根拠となり､ ６月に閣議決定された

｢骨太の方針2017｣ の中に ｢生涯を通じた歯科健診の充実､ 入院患者や要介護者に対する口

腔機能管理の推進など歯科保健医療の充実に取り組む｣ と明記されました｡ これは画期的な

ことであり､ これにより歯科医療のニーズがこれまで以上に増大していくことは確実であり

ます｡ しかしながら､ 今我々歯科医師がこのことを真摯にとらえ､ 身を粉にしてこのニーズ

に応えていかなければ､ せっかく高まった歯科医療への期待は急速にしぼんでいくことでしょ

う｡ 今こそ熊本県歯科医師会の総力をあげてあと一歩､ いや二歩外へ向かって足を踏み出し

ましょう｡ 熊本県民､ 日本国民そして歯科界の未来のために｡



が､ この地震対応というのは､ しっかり出来
たのではないかと思っております｡ 本当に色々
な面でご協力いただきました先生方に､ この
場をかりて御礼申し上げたいと思います｡
日本歯科医師会の方も､ 昨日と一昨日行わ

れた第185回代議員会で次期執行部が決定さ
れました｡ 政府の方で歯科保健の推進が､ 入
院日数の削減や医療費の削減につながるとい
う事で､ 各年代での歯科健診と歯科治療の充
実を推進すべきだと議論され､ ６月９日に閣
議決定された骨太方針の中に､ 初めて歯科保
健の推進という言葉が入りました｡ 国の政策
に掲げられた事は､ とても画期的でありがた
いことです｡ この10年以上前から日歯が地道
に取り組んできた､ 歯と口腔の健康が全身の
関わりに非常に深いというエビデンスをもっ
ての説明が､ やっと結実したと思います｡
歯科医療費も､ 平成27年では２兆８千億円

を超えるまで､ 徐々にではあるが増えていま
す｡ ただ､ 医療費は伸びていますが､ 全体に
占めるシェアは逆に７％を切るまで減ってい
ます｡ 今後どのように対応していくか､ 今か
らの日歯も含めた課題だろうと思っています｡
我々歯科界の方向性は､ 我々が望む方向に少
しずつ変わりつつあるのではと思っています｡
そういう意味でも､ しっかりと次期執行部に
引き継いで､ 益々進めていっていただけるよ
うお願いしていきたいと思っております｡
本日は､ 次期執行部を決定していただく重

要な代議員会でもあります｡ しっかりと議論
していただき､ さらなるご指導ご協力をお願
いしまして､ 私の最後の挨拶とさせていただ
きます｡ 本日は最後までよろしくお願いいた
します｡

�����������
―平成29年度 定時代議員会―

熊歯会報 Ｈ.29.８

4

６月17日(土) 午後２時より､ 県歯会館に
おいて､ 宮本議長・玉置副議長他全議員､ 浦
田会長他全役員､ 伊藤学院長出席のもと開催
された｡

１. 開会：小島副会長
２. 議事録署名人指名：

吉� 久次 議員 (熊本市)
山本 宏 議員 (荒尾市)

３. 物故会員に対する黙祷：
野村 雄幸 会員 (熊本市)
吉� 久幸 会員 (熊本市)

４. 挨拶：浦田会長

本日は平成29年度の定時代議員会にご出席
賜りまして､ 誠にありがとうございます｡
我々執行部最後の代議員会という事で､ 今
日を持ちまして､ この執行部も解散する事に
なります｡ 本当に２年間お世話になり､ あり
がとうございました｡ この２年間を振り返っ
てみると､ 平成27年度は普通と変わりなく､
我々が第一目的に掲げております医療連携を
推進していくという事で､ 順調に運営をして
おりました｡ 平成28年度は熊本地震で､ 我々
のこの２年間の１年以上を地震対応にあたら
せていただきました｡ まだまだグループ補助
金等終結はしておりません｡ 今､ 進行中であ
りますが､ これをしっかり次の執行部に受け
継いで､ 被災された会員の先生方が遅滞なく､
復旧復興を進めていけるように申し送りして
いきたいと思います｡ 我々が経験したことの
ない､ 大変な２年間ではありましたが､ 役職
員一丸となって､ また会員の先生方のご協力
のもと､ 反省点もたくさんあるとは思います

��������
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５. 報告：� 会務報告 渡辺専務理事� 日歯代議員会報告 小島日歯代議員� ケイ・デー・エム・ユー報告

中嶋代表取締役

６. 議事：

第１号議案 平成28年度会計決算書 (案)

の承認を求める件

決算監査報告 久々山監事

公益目的支出計画実施報告書

に関する監査報告 西野監事

第２号議案

理事の選任に

関する件

第３号議案

監事の選任に

関する件

第４号議案

日歯代議員及

び日歯予備代議

員の選任に関する件

第２号議案の

理事の選任に関

する件､ 第３号

議案の監事の選

任に関する件は､

それぞれ投票が

行われ全ての候

補が過半数以上

の得票を獲得し､

選任することが

承認可決された｡

第４号議案の日歯代議員及び日歯予備代議

員の選任に関しては､ 無投票当選が確定して

いたので投票は行わず､ 採決により承認可決

された｡ なお､ 当選者には杉尾選挙管理委員

長より当選証書の授与が行われた｡

以上すべての議案は承認可決された｡

７. 協議：

１. 本会役員 (理事・監事) の選挙方法

現行は定数を超えない場合であっても､

代議員会において候補者一人一人につい

て投票用紙による投票を行っている｡ 一

方､ 日歯では候補者が定数を超えない場

合は､ 投票用紙による投票は行わず､ 挙

手による投票方法を選択している｡ 本会

でも､ 今後､ 定数を超えない場合は､ 日

歯と同様に代議員会で挙手により議決す

る方法も検討していく｡

８. 閉会：中嶋副会長

(広報 岩崎 晃司､ 真由美)

杉尾選挙管理委員長より当選証書の授与

決算書 (案) の説明をする
八木常務理事

役員等選挙の説明をする
渡辺専務理事
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93
9,
00
0

0
5,
10
0,
00
0

0
5,
10
0,
00
0

2,
70
3,
20
0

0
8,
74
2,
20
0

受
取
負
担
金

25
1,
00
0

57
6,
00
0

0
0

0
82
7,
00
0

0
64
,0
00

0
64
,0
00

0
0

89
1,
00
0

受
取
負
担
金

25
1,
00
0

57
6,
00
0

0
0

0
82
7,
00
0

0
64
,0
00

0
64
,0
00

0
0

89
1,
00
0

受
取
寄
付
金

0
0

53
8,
03
8

0
0

53
8,
03
8

0
0

0
0

13
8,
91
4,
82
3

0
13
9,
45
2,
86
1

受
取
寄
付
金

0
0

53
8,
03
8

0
0

53
8,
03
8

0
0

0
0

13
8,
91
4,
82
3

0
13
9,
45
2,
86
1

雑
収
益

50
,0
00

83
1,
32
1

16
9,
30
7

44
2,
64
7

0
1,
49
3,
27
5

21
9,
76
4

99
,2
00

0
31
8,
96
4

1,
23
3,
31
1

－
60
0,
00
0

2,
44
5,
55
0

受
取
利
息

0
12
,5
01

23
,1
04

66
5

0
36
,2
70

1,
27
7

84
,2
00

0
85
,4
77

17
6,
14
1

0
29
7,
88
8

広
告
費
収
益

0
67
0,
00
0

0
0

0
67
0,
00
0

0
0

0
0

0
0

67
0,
00
0

校
舎
使
用
料
収
益

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

60
0,
00
0

－
60
0,
00
0

0
雑
収
益

50
,0
00

14
8,
82
0

14
6,
20
3

44
1,
98
2

0
78
7,
00
5

21
8,
48
7

15
,0
00

0
23
3,
48
7

45
7,
17
0

0
1,
47
7,
66
2

他
会
計
か
ら
の
繰
入
収
益

0
2,
16
6,
00
0

0
4,
15
5,
06
0

0
6,
32
1,
06
0

0
0

0
0

1,
00
0,
00
0

－
7,
32
1,
06
0

0
他
会
計
か
ら
の
繰
入
額

0
2,
16
6,
00
0

0
4,
15
5,
06
0

0
6,
32
1,
06
0

0
0

0
0

1,
00
0,
00
0

－
7,
32
1,
06
0

0
経
常
収
益
計

38
1,
00
0

9,
94
2,
30
6

10
2,
17
9,
34
5

43
,5
87
,4
15

0
15
6,
09
0,
06
6

27
,4
87
,0
61

45
,9
98
,2
00

0
73
,4
85
,2
61

26
1,
76
3,
24
3

－
7,
92
1,
06
0

48
3,
41
7,
51
0

�経常費用 事業費
16
,8
74
,2
17

41
,3
98
,7
67

93
,9
41
,0
27

43
,7
57
,4
09

0
19
5,
97
1,
42
0

27
,6
05
,8
58

57
,0
99
,9
85

0
84
,7
05
,8
43

0
－
60
0,
00
0

28
0,
07
7,
26
3

役
員
報
酬

2,
03
0,
40
0

3,
72
2,
40
0

2,
04
0,
00
0

45
1,
20
0

0
8,
24
4,
00
0

1,
56
8,
66
7

56
4,
00
0

0
2,
13
2,
66
7

0
0

10
,3
76
,6
67

給
与
手
当

6,
51
9,
00
2

8,
93
2,
00
5

44
,2
75
,9
59

21
,0
39
,6
15

0
80
,7
66
,5
81

8,
80
8,
94
3

72
4,
33
7

0
9,
53
3,
28
0

0
0

90
,2
99
,8
61

臨
時
雇
賃
金

0
0

60
,0
00

0
0

60
,0
00

4,
12
5

0
0

4,
12
5

0
0

64
,1
25

退
職
給
付
費
用

72
2,
27
0

96
3,
02
7

1,
48
0,
78
2

34
7,
05
0

0
3,
51
3,
12
9

76
4,
86
0

80
,2
52

0
84
5,
11
2

0
0

4,
35
8,
24
1

賞
与
引
当
金
繰
入
額

0
0

2,
52
0,
53
3

28
1,
92
0

0
2,
80
2,
45
3

25
8,
16
3

0
0

25
8,
16
3

0
0

3,
06
0,
61
6

法
定
福
利
費

0
0

5,
19
1,
13
0

68
4,
77
5

0
5,
87
5,
90
5

52
7,
51
6

0
0

52
7,
51
6

0
0

6,
40
3,
42
1

福
利
厚
生
費

1,
34
4,
46
5

1,
79
2,
62
1

71
8,
06
0

55
7,
59
1

0
4,
41
2,
73
7

1,
19
5,
75
5

5,
69
9,
50
6

0
6,
89
5,
26
1

0
0

11
,3
07
,9
98

教
育
費

0
0

15
,9
69
,1
68

0
0

15
,9
69
,1
68

0
0

0
0

0
0

15
,9
69
,1
68

広
告
宣
伝
費

71
,2
80

1,
93
3,
20
0

29
7,
00
0

0
0

2,
30
1,
48
0

12
0,
00
0

0
0

12
0,
00
0

0
0

2,
42
1,
48
0

会
議
費

2,
13
1,
90
0

3,
40
6,
35
3

2,
91
7,
11
8

96
9,
62
0

0
9,
42
4,
99
1

1,
48
1,
97
3

28
,0
00

0
1,
50
9,
97
3

0
0

10
,9
34
,9
64

診
療
原
価
費

0
0

0
2,
02
8,
11
7

0
2,
02
8,
11
7

0
0

0
0

0
0

2,
02
8,
11
7

研
修
費

1,
37
4,
49
6

1,
87
0,
87
1

45
1,
80
0

89
3,
27
6

0
4,
59
0,
44
3

0
0

0
0

0
0

4,
59
0,
44
3

旅
費
交
通
費

2,
28
1,
26
3

3,
85
3,
49
3

2,
50
6,
82
5

1,
08
5,
00
5

0
9,
72
6,
58
6

39
7,
72
5

20
8,
90
2

0
60
6,
62
7

0
0

10
,3
33
,2
13

通
信
運
搬
費

37
,6
17

55
3,
29
6

1,
64
3,
96
5

16
8,
62
9

0
2,
40
3,
50
7

83
9,
01
9

17
,4
84

0
85
6,
50
3

0
0

3,
26
0,
01
0

減
価
償
却
費

0
0

2,
50
3,
42
3

11
,0
58
,3
51

0
13
,5
61
,7
74

96
9,
93
6

0
0

96
9,
93
6

0
0

14
,5
31
,7
10

消
耗
品
費

14
4,
92
8

1,
20
9,
97
9

7,
22
6,
01
0

69
9,
82
3

0
9,
28
0,
74
0

65
9,
96
2

42
9,
03
0

0
1,
08
8,
99
2

0
0

10
,3
69
,7
32

修
繕
費

0
0

0
19
1,
98
1

0
19
1,
98
1

28
2,
36
9

0
0

28
2,
36
9

0
0

47
4,
35
0

印
刷
製
本
費

36
8,
87
4

3,
69
1,
83
5

1,
75
8,
80
0

15
6,
63
6

0
5,
97
6,
14
5

4,
98
4,
39
5

0
0

4,
98
4,
39
5

0
0

10
,9
60
,5
40

光
熱
水
費

0
0

0
1,
35
7,
56
2

0
1,
35
7,
56
2

73
5,
60
0

0
0

73
5,
60
0

0
0

2,
09
3,
16
2

賃
借
料

14
,3
50

12
,0
00

60
0,
00
0

0
0

62
6,
35
0

23
6,
52
7

0
0

23
6,
52
7

0
－
60
0,
00
0

26
2,
87
7

保
険
料

0
10
,5
00

0
63
,2
10

0
73
,7
10

8,
00
0

5,
37
1,
93
1

0
5,
37
9,
93
1

0
0

5,
45
3,
64
1

諸
謝
金

0
66
,8
22

0
0

0
66
,8
22

0
0

0
0

0
0

66
,8
22

租
税
公
課

0
0

0
0

0
0

2,
23
9,
70
5

0
0

2,
23
9,
70
5

0
0

2,
23
9,
70
5

支
払
負
担
金

24
6,
00
0

58
8,
00
0

1,
37
7,
60
0

38
,0
00

0
2,
24
9,
60
0

35
8,
80
0

41
,9
30
,6
00

0
42
,2
89
,4
00

0
0

44
,5
39
,0
00

支
払
助
成
金

0
8,
71
0,
00
0

0
0

0
8,
71
0,
00
0

0
55
0,
00
0

0
55
0,
00
0

0
0

9,
26
0,
00
0

委
託
費

0
53
8,
29
0

0
1,
36
3,
34
1

0
1,
90
1,
63
1

72
7,
08
0

0
0

72
7,
08
0

0
0

2,
62
8,
71
1

渉
外
費

0
0

0
0

0
0

17
0,
00
0

45
9,
84
0

0
62
9,
84
0

0
0

62
9,
84
0

雑
費

0
18
,8
53

40
2,
85
4

32
1,
70
7

0
74
3,
41
4

26
6,
73
8

1,
12
4,
48
0

0
1,
39
1,
21
8

0
0

2,
13
4,
63
2

収
益
負
担
分

－
41
2,
62
8

－
47
4,
77
8

0
0

0
－
88
7,
40
6

0
－
88
,3
77

0
－
88
,3
77

0
0

－
97
5,
78
3
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正
味
財
産
増
減
計
算
書
内
訳
表

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

(単
位
：
円
)

勘
定

科
目

実
施
事
業
会
計

そ
の
他
の
事
業

法
人
会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

学
術
講
演
・
研
修
事
業
地
域
保
健
事
業

歯
科
衛
生
士
の
育
成
事
業
社
会
的
弱
者
支
援
事
業

実
施
共
通

小
計

収益
事業
(販
売収
入・
保険
手数
料)
福
利
厚
生
事
業

そ
の
他
共
通

小
計

法
人
会
計

内
部
取
引
消
去

管
理
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

18
4,
98
3,
92
9

0
18
4,
98
3,
92
9

役
員
報
酬

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2,
82
0,
00
0

0
2,
82
0,
00
0

給
与
手
当

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

12
,0
75
,8
44

0
12
,0
75
,8
44

退
職
給
付
費
用

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2,
27
4,
41
3

0
2,
27
4,
41
3

賞
与
引
当
金
繰
入
額

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1,
70
2,
05
4

0
1,
70
2,
05
4

臨
時
雇
賃
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

64
,6
97

0
64
,6
97

福
利
厚
生
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2,
61
4,
23
7

0
2,
61
4,
23
7

広
告
宣
伝
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

46
2,
52
0

0
46
2,
52
0

会
議
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4,
95
8,
28
0

0
4,
95
8,
28
0

研
修
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

17
2,
66
0

0
17
2,
66
0

旅
費
交
通
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6,
71
6,
16
3

0
6,
71
6,
16
3

通
信
運
搬
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3,
94
0,
16
4

0
3,
94
0,
16
4

減
価
償
却
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

15
,7
11
,8
85

0
15
,7
11
,8
85

消
耗
品
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3,
46
2,
90
9

0
3,
46
2,
90
9

修
繕
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1,
34
5,
70
0

0
1,
34
5,
70
0

印
刷
製
本
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1,
47
2,
39
1

0
1,
47
2,
39
1

光
熱
水
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2,
24
3,
09
2

0
2,
24
3,
09
2

賃
借
料

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1,
58
8,
85
2

0
1,
58
8,
85
2

保
険
料

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

11
6,
98
0

0
11
6,
98
0

諸
謝
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

58
,6
00

0
58
,6
00

租
税
公
課

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6,
07
8,
70
0

0
6,
07
8,
70
0

支
払
負
担
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

69
3,
00
0

0
69
3,
00
0

支
払
助
成
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

60
0,
00
0

0
60
0,
00
0

支
払
寄
付
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

85
,8
60
,0
00

0
85
,8
60
,0
00

委
託
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

26
,0
42
,2
01

0
26
,0
42
,2
01

渉
外
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6,
08
2,
46
5

0
6,
08
2,
46
5

雑
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

44
7,
35
3

0
44
7,
35
3

収
益
負
担
分

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

－
4,
62
1,
23
1

0
－
4,
62
1,
23
1

他
会
計
へ
の
繰
出
額

0
0

0
0

0
0

0
1,
00
0,
00
0

0
1,
00
0,
00
0

6,
32
1,
06
0

－
7,
32
1,
06
0

0
他
会
計
へ
の
繰
出
額

0
0

0
0

0
0

0
1,
00
0,
00
0

0
1,
00
0,
00
0

6,
32
1,
06
0

－
7,
32
1,
06
0

0
経
常
費
用
計

16
,8
74
,2
17

41
,3
98
,7
67

93
,9
41
,0
27

43
,7
57
,4
09

19
5,
97
1,
42
0

27
,6
05
,8
58

58
,0
99
,9
85

0
85
,7
05
,8
43

19
1,
30
4,
98
9

－
7,
92
1,
06
0

46
5,
06
1,
19
2

評
価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額

－
16
,4
93
,2
17

－
31
,4
56
,4
61

8,
23
8,
31
8

－
16
9,
99
4

－
39
,8
81
,3
54

－
11
8,
79
7

－
12
,1
01
,7
85

0
－
12
,2
20
,5
82

70
,4
58
,2
54

0
18
,3
56
,3
18

評
価
損
益
等
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

当
期
経
常
増
減
額

－
16
,4
93
,2
17

－
31
,4
56
,4
61

8,
23
8,
31
8

－
16
9,
99
4

－
39
,8
81
,3
54

－
11
8,
79
7

－
12
,1
01
,7
85

0
－
12
,2
20
,5
82

70
,4
58
,2
54

0
18
,3
56
,3
18

２
.
経
常
外
増
減
の
部 �経常外収益 経常外収益

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
�経常外費用 経常外費用計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
当
期
経
常
外
増
減
額

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
税
引
前
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

－
16
,4
93
,2
17

－
31
,4
56
,4
61

8,
23
8,
31
8

－
16
9,
99
4

0
－
39
,8
81
,3
54

－
11
8,
79
7

－
12
,1
01
,7
85

0
－
12
,2
20
,5
82

70
,4
58
,2
54

0
18
,3
56
,3
18

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

－
16
,4
93
,2
17

－
31
,4
56
,4
61

8,
23
8,
31
8

－
16
9,
99
4

0
－
39
,8
81
,3
54

－
11
8,
79
7

－
12
,1
01
,7
85

0
－
12
,2
20
,5
82

70
,4
58
,2
54

0
18
,3
56
,3
18

一
般
正
味
財
産
期
首
残
高

－
67
,9
77
,1
33

－
11
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科 目 当 年 度 前 年 度 増 減� 資産の部
１ 流動資産

現金預金 318,987,323 274,867,546 44,119,777
現金 0 16,140 －16,140
普通預金 258,987,323 214,851,406 44,135,917
肥後銀行 (メイン) 36,105,561 8,393,698 27,711,863
肥後銀行 (共済) 71,010,399 72,257,161 －1,246,762
肥後銀行 (学院) 71,799,189 79,429,790 －7,630,601
肥後銀行 (センター) 1,215,896 1,801,511 －585,615
肥後銀行 (労保) 4,940,895 4,825,110 115,785
肥後銀行 (産業歯科) 2,966,694 3,239,746 －273,052
肥後銀行 (健康週間) 435,186 76,048 359,138
肥後銀行 (販売・手数料) 6,552,822 8,112,822 －1,560,000
肥後銀行 (資金調整基金) 11,322,232 11,322,232 0
肥後銀行 (健康文化賞) 113,089 116,063 －2,974
肥後銀行 (運営基金) 9,200,000 9,200,000 0
肥後銀行 (運用基金) 3,547,020 4,546,902 －999,882
肥後銀行 (日歯諸会費) 10,132,000 10,860,000 －728,000
肥後銀行 (九地連) 572,000 350,400 221,600
みずほ銀行 208,254 209,224 －970
商工中金 106,973 107,610 －637
熊本第一信用金庫 3,089 3,089 0
肥後銀行 (義援金) 28,756,024 0 28,756,024
定期預金 60,000,000 60,000,000 0
熊本第一信用金庫 (資金調整基金) 60,000,000 60,000,000 0

未収金 17,351,586 42,805,086 －25,453,500
前払金 4,781,772 4,772,724 9,048
商品 1,451,997 1,051,321 400,676
流動資産合計 342,572,678 323,496,677 19,076,001

２ 固定資産� 基本財産
土地 (一般) 614,400,710 614,400,710 0
土地１ (一般) 30,050,000 30,050,000 0
土地２ (一般) 29,080,000 29,080,000 0
土地３ (一般) 142,713,032 142,713,032 0
土地４ (一般) 42,560,428 42,560,428 0
土地５ (一般) 369,997,250 369,997,250 0
基本財産合計 614,400,710 614,400,710 0� 特定資産
共済互助基金 定期預金 83,724,833 82,724,833 1,000,000
熊本第一信用金庫 72,724,833 72,724,833 0
肥後銀行 11,000,000 10,000,000 1,000,000
入会金積立金 定期預金 91,755,062 91,755,062 0
肥後銀行 91,755,062 91,755,062 0

基本財産積立金 定期預金 125,001,125 124,997,638 3,487
法人 (肥後) 88,497,534 88,497,534 0
学院 (肥後) 35,477,796 35,474,527 3,269
センター (肥後) 12,911 12,908 3
労保 (肥後) 1,012,884 1,012,669 215

償却資産積立金 定期預金 52,971,238 51,966,832 1,004,406
熊本第一信用金庫 37,625,445 36,625,445 1,000,000
学院 (肥後) 13,405,771 13,401,777 3,994
センター (肥後) 1,940,022 1,939,610 412

役員退職積立金 定期預金 1,817,879 710,251 1,107,628
法人 (肥後) 1,535,635 598,030 937,605
学院 (肥後) 282,244 112,221 170,023

退職死亡給付積立金 定期預金 53,740,322 61,282,280 －7,541,958
法人 (肥後) 20,491,897 27,376,636 －6,884,739
学院 (肥後) 29,656,477 30,476,422 －819,945
センター (肥後) 1,104,458 942,258 162,200
労保 (肥後) 2,487,490 2,486,964 526

くまもと歯の健康文化賞 定期預金 15,000,000 15,000,000 0
熊本第一信用金庫 15,000,000 15,000,000 0

特定資産合計 424,010,459 428,436,896 －4,426,437� その他固定資産
建物 397,347,173 408,312,247 －10,965,074

建物・本館 98,184,725 100,340,000 －2,155,275
建物・分館 223,838,879 230,793,233 －6,954,354
建物・分館増設 75,323,569 77,179,014 －1,855,445

建物附属設備 36,816,160 42,293,343 －5,477,183
建物附属設備・本館 21,394,012 25,185,793 －3,791,781
建物附属設備・分館 13,634,940 14,884,497 －1,249,557
建物附属設備・分館増設 1,787,208 2,223,053 －435,845
器具・備品 63,545,615 50,547,197 12,998,418
器具備品・本会 41,430,532 34,613,758 6,816,774
器具備品・学院 14,175,914 4,683,780 9,492,134
器具備品・センター 7,939,169 11,249,659 －3,310,490
出資金 3,010,000 3,010,000 0
電話加入権 539,424 539,424 0
貸付金 4,400,000 5,200,000 －800,000
その他固定資産合計 505,658,372 509,902,211 －4,243,839
固定資産合計 1,544,069,541 1,552,739,817 －8,670,276
資産の部合計 1,886,642,219 1,876,236,494 10,405,725

貸 借 対 照 表
平成29年３月31日現在

(単位：円)
科 目 当 年 度 前 年 度 増 減� 負債の部

１ 流動負債
未払金 11,881,690 10,038,020 1,843,670
未払消費税等 0 1,814,600 －1,814,600
未払法人税等 81,000 123,000 －42,000
前受金 42,034,838 48,600,000 －6,565,162

授業料前受金 27,999,838 31,500,000 －3,500,162
入学金前受金 13,800,000 17,100,000 －3,300,000
諸口 235,000 0 235,000

預り金 17,736,086 12,123,844 5,612,242
会費 1,766 0 1,766
所得税 655,262 718,386 －63,124
日歯会費 0 38,000 －38,000
日歯年金 3,740,000 4,430,000 －690,000
日歯福祉共済 6,392,000 6,392,000 0
火災共済 158,179 85,558 72,621
生保・クレジット 379 0 379
九地連会費 572,000 350,400 221,600
諸口 6,216,500 109,500 6,107,000

賞与引当金 4,762,670 5,266,934 －504,264
賞与引当金 (法人) 1,702,054 2,262,614 －560,560
賞与引当金 (学院) 2,520,533 2,477,333 43,200
賞与引当金 (センター) 281,920 278,987 2,933
賞与引当金 (労保) 258,163 248,000 10,163

流動負債合計 76,496,284 77,966,398 －1,470,114
２ 固定負債

退職給付引当金 58,083,328 64,563,807 －6,480,479
退職給付引当金(法人・役員) 1,496,250 663,750 832,500
退職給付引当金(法人・職員) 22,819,148 29,712,540 －6,893,392
退職給付引当金(学院・役員) 209,998 104,999 104,999
退職給付引当金(学院・職員) 29,746,579 30,540,426 －793,847
退職給付引当金(センタ－) 859,515 753,222 106,293
退職給付引当金(労保) 2,951,838 2,788,870 162,968
固定負債合計 58,083,328 64,563,807 －6,480,479
負債の部合計 134,579,612 142,530,205 －7,950,593� 正味財産の部

１ 指定正味財産
２ 一般正味財産 1,752,062,607 1,733,706,289 18,356,318

正味財産の部合計 1,752,062,607 1,733,706,289 18,356,318
負債及び正味財産合計 1,886,642,219 1,876,236,494 10,405,725
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３. 議長選出：浦田会長
４. 議事録署名人：久々山監事､ 西野監事､

浦田会長
５. 平成29年度会務報告：

(自：５月22日～至：６月４日)
本会総務：理事会､ 常務理事会､ くま歯キャ

ラバン隊 (天草郡市)､ 秋田県警
察歯科医会全体会・研修会

地域保健：歯の祭典
医療対策：医療相談苦情事例
センター・介護：認知症研修会打合会
以上､ 各担当役員より報告がなされた｡
６. 報告事項：
１. 退会会員�丸野 克之 会員 (第１種／阿蘇郡市)
５月31日付 宮崎県へ転出のため�山内 憲子 会員 (第３種／伊東歯科
口腔病院) ３月31日付 退職のため

２. 受動喫煙防止対策に係る会員への署名
依頼
日医・日歯からの要請に応じて会員へ
の署名依頼を､ ６月の全会員発送時に同
封する｡ なお､ 署名用紙の返送は６月22
日(木) までに､ 本会宛直接郵送 (ＦＡ
Ｘ不可) 又は来館時に届けてもらうこと
とする｡
３. 本県の保険医療機関等数及び保険医等
数の推移
九州厚生局より提供があった資料につ
いて報告がなされた｡
４. 県国保運営検討会議の内容

５月22日(月) に県庁で行われた会議
の概要について､ 資料に基づき報告がな
された｡

１. 開会：中嶋副会長
２. 挨拶：浦田会長

本日は６月17日(土) 定時代議員会に向け
ての理事会であり､ 代議員会の議長と副議長
にも同席いただいております｡ 慎重審議の程
よろしくお願いいたします｡
さて､ 本日が現執行部での最後の理事会と
なり､ ６月17日の定時代議員会が現執行部で
の最後の仕事となります｡ 任期も残すところ
あと10日となりましたが､ 最後まで気を抜か
ずによろしくお願いいたします｡ 現執行部で
27年度から２年間執行してきましたが､ 27年
度はそれまで継続して行っていた医科歯科連
携事業について､ 基金事業を中心としてさら
にステップアップするため一生懸命に対応し
てまいりました｡ 28年度は４月に熊本地震､
６月に豪雨､ 10月に阿蘇大噴火､ 12月に鳥イ
ンフルエンザと熊本県にとって災害に見舞わ
れた１年間でした｡ また､ 本会にとりまして
も同様に過去に経験したことが無いにも関わ
らず､ 役職員の皆さんが全面的に協力し対応
していただいたおかげで､ 何とか会務を進め
ていくことができました｡ 本当にこの場を借
りてお礼を申し上げたいと思います｡ 熊本地
震から１年が経ち､ 何とか目途が立ってきて
はおりますが､ まだまだ復興が進まない会員
の先生方もいらっしゃいます｡
退任される役員の先生もいらっしゃいます
が､ 今後もいろいろな立場で本会のためにご
協力いただければと思います｡ 私も会長職を
４期務めて､ 初めて経験する事が多い２年間
でしたが､ あらためて役員の先生方と絆が深
まった２年間だったかなと思います｡ 任期最
後に110周年事業も成功裏に終えることが出
来ました｡ 他県の役員の先生方や本県の様々
な団体の先生方からも本会役員の先生方は明
るく元気で頑張っているねとお褒めの言葉を
いただいています｡ 明るく元気に頑張った２
年間､ 任期最後まで気を緩めないようにお願
いしまして､ 挨拶といたします｡

６月７日(水) 午後７時より県歯会館にお
いて､ 浦田会長他全役員､ 伊藤学院長､ 宮本
代議員会議長､ 玉置代議員会副議長の出席の
もと開催された｡
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５. ５月末会計現況
６. その他�都道府県連盟会長会議報告

日歯連盟に係る現在の活動状況につ
いて､ 資料に基づき報告がなされた｡�事業実施報告
学校歯科委員会：学校保健推進活動

のための歯科保健関係者育成事業講演
会 (５月13日)

７. 連絡事項：
１. ７月行事予定
８. 承認事項：
１. 新入会員の承認 [承認]
坂梨 誉理子 (第１種／菊池郡市)､
奥村 浩文 (第２種／熊本市) 計２人
の入会を承認した｡
※29年度入会状況 (６月現在)：第１種・
５人､ 第２種・３人､ 第３種・２人､
第４種・１医療機関

２. 関係機関・団体からの役員等の推薦依
頼 [承認]�県日中協会常任理事／県日中協会
浦田 健二 会長 任期：平成29年４月
１日～平成31年３月31日�県後発医薬品安心使用・啓発協議会委
員／県健康福祉部薬務衛生課
八木 義博 常務理事 任期：平成29年
４月１日～平成31年３月31日�県がん診療連携協議会幹事会部会員／
熊本大学医学部附属病院
牛島 隆 常務理事 任期：平成29年４
月１日～平成30年３月31日

３. 名義後援使用依頼 [承認]�平成29年度黄色い羽根募金運動／県移
植医療推進財団

４. 日本歯科医師会への歯科衛生製品の推
薦 [承認]
サンスターが日歯へ歯科衛生製品の推
薦依頼を行うにあたって､ 本会の推薦状
を添付したいとのお願いがありそれを承
認した｡
さらに､ 江崎グリコからも同様の依頼
があっており､ 本会の推薦状を付与する
ことを承認した｡
５. 木下大サーカスのチラシ同封 [承認]
後援には行政や教育委員会が名を連ね
ており､ 平日招待券もあることから６年

前と同様に､ 全会員発送時に同封するこ
とを承認した｡ なお､ ８月の全会員発送
時に同封する｡

９. 議題：
１. 平成28年度本会会計決算 (案) [承認]

提出された正味財産増減計算書､ 貸借
対照表､ 現金預金残高表､ 財務諸表に対
する注記､ 公益目的支出計画実施報告書
について原案どおり承認した｡
２. 定時代議員会の運営並びに日程資料
[承認]
提出された代議員会日程､ 会務報告､
タイムスケジュール､ ケイ・デー・エム・
ユー事業報告・決算書､ 代議員会追加資
料 (熊本地震見舞金・義援金活用収支計
算書､ 歯科医療救護班派遣費用内訳) に
ついて､ 会務報告の一部を修正し､ その
他は原案どおり承認した｡ なお､ 協議に
おいて､ 定時代議員会における理事・監
事の選任方法について定数内であれば日
歯同様の挙手方式を今後採用するかどう
か提案し､ 代議員の意見を聴くこととす
る｡
３. 日本産業衛生学会からの講師派遣依頼
[承認]
本会へ来年５月に熊本で開催される標
記学会に講師派遣の打診があり､ 田上常
務理事と地域保健委員会を中心に対応す
ることとした｡
４. その他�緊急情報ネットワークシステム (エム
ネット) の導入 [承認]
県 (国民保護協議会) から要請があ

り､ 本会も指定地方公共機関に指定さ
れていることから導入することを承認
した｡�事業企画書 [承認]
社会保険委員会：リグロス説明会 (７
月23日) について､ 企画案を承認した｡

10. 協議事項：
11. 監事講評：
久々山監事より､ 緊急を要する議題があ
れば､ 理事会で事後承認するよりも法人法
で認められている書面審議を活用して欲し
いと要請された｡
12. 閉会：宮坂副会長

(広報 竹下 憲治)
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ていくことです｡ 第二に､ 熊本地震への対応

を完遂することです｡ この二大方針を２年間

で重点的に対応していきたいと考えておりま

す｡ 皆様のご支援ご協力をよろしくお願い申

し上げます｡

10. 議長選出：浦田会長
11. 議事録署名人：中嶋監事､ 西野監事､

浦田会長

12. 議事：
①学院長・副学院長・教務部長の任命 (熊

本歯科衛生士専門学院) [承認]

学院長に伊藤明彦副会長､ 副学院長に

牧正仁会員と林昭宏会員､ 教務部長に

弘中美貴子会員を任命することとした｡

②口腔保健センター管理運営委員会委員長・

副委員長の任命 [承認]

委員長に小島博文副会長､ 副委員長に

松本信久理事を任命することとした｡

③有限会社ケイ・デー・エム・ユーの取締

役の選定 [承認]

代表取締役に渡辺賢治副会長､ 取締役

に八木義博常務理事を選定することとした｡

④顧問及び嘱託 (弁護士・公認会計士) の

委嘱 [承認]

嘱託に福岡聰一郎弁護士と吉永賢一郎

公認会計士を委嘱することとした｡

⑤社会保険労務士との契約 [承認]

藤枝社会保険労務士と職員人事制度運

用コンサルティングについて契約するこ

ととした｡

１. 開会：牛島理事
２. 挨拶：浦田会長

本日､ 新執行部の役職を決定するため､ 役

員の皆様にお集まりいただきました｡ これか

ら２年間このメンバーで会務を運営させてい

ただきます｡ 皆様には絶大なご支援ご協力を

お願い申し上げます｡ 現在､ 歯科界は概ね良

い方向に進んでいると言えます｡ その一つが､

政府の ｢骨太の方針｣ に初めて､ 歯科保健医

療の充実に取り組むと明記されたことです｡ こ

れを基に我々は､ 如何に歯科医療を推進して

いくかが課題となりますので､ これまで以上に

積極的な対応をしていく所存です｡ また､ 昨年

の熊本地震で被害に遭われた会員への対応､

県民への歯科支援活動を行ったように､ 新執

行部で会員及び県民のためになるよう､ 初心に

帰って真摯に会務に邁進したいと考えておりま

す｡ 皆様何卒よろしくお願い申し上げます｡

３. 理事の就任依頼
４. 副会長の選定
小島博文理事､ 渡辺賢治理事､ 伊藤明彦

理事を副会長に選定した｡

５. 専務理事の選定
牛島隆理事を専務理事に選定した｡

６. 常務理事の選定
田上大輔理事､ 八木義博理事､ 椿誠理事

を常務理事に選定した｡

７. 就任承諾書の受理
８. 委嘱状の伝達
９. 会長所信表明

我々新執行部の主な方針は､ 第一に､ こ

れまで取り組んでまいりました医科歯科連携

事業をはじめ､ 各種連携を本県で今後益々推

し進め､ 歯科保健医療のさらなる推進を図っ

７月４日(火) 午後７時より県歯会館におい
て､浦田会長他全役員の出席のもと開催された｡
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13. 会務連絡事項：
①役員､ 事務局担当業務所管
②熊本県歯科医師会役員の役割と業務
③常務理事会・理事会・常任委員会の運営
④理事会の発言
⑤一般社団法人と公益社団法人
⑥事業企画､ 事業実績報告書
⑦役員報酬､ 退職金支給規程
⑧旅費日当支給規程
⑨出張行程報告書
⑩常任委員会の編成及び委嘱状の伝達方法
⑪事務局 (連絡事項､ 担当業務､ 委員会担
当､ 委託事業担当､ 紹介図式､ 緊急連絡
網)
以上､ 今後の会務運営に係る事項につ
いて､ それぞれ連絡がなされた｡

14. 平成29年度会務報告：
(自：６月５日～至：６月29日)

本会総務：理事会､ 定時代議員会､ 新役員打
合せ会

学 院：役職員会
国保組合：理事会､ 臨時組合会
以上､ 各担当役員より報告がなされた｡
15. 報告事項：
１. 任期満了に伴う新旧役員の挨拶状
関係機関・団体へ送付することを報告
した｡

16. 連絡事項：
１. ７月・８月行事予定
17. 承認事項：
１. 関係機関・団体からの役員等の推薦依
頼 [承認]�県地域医療構想調整会議委員／県医療
政策課
浦田 健二 会長 任期：平成29年４月
１日～平成30年３月31日�県医療安全推進協議会委員／県医療政
策課 (変更)
小島 博文 副会長 任期：平成29年７
月１日～平成31年３月31日�県救急医療専門委員会委員／県医療政
策課
伊藤 明彦 副会長 任期：平成29年７
月１日～平成31年３月31日�県体育協会スポーツ医科学専門委員会
｢メディカルチェック事業｣ に係る判
定員／県体育協会
渡辺 賢治 副会長 任期：平成29年７
月１日～平成31年３月31日�県災害医療提供体制検討委員会委員／

県医療政策課
牛島 隆 専務理事 任期：平成29年４
月１日～平成31年３月31日�九州地方社会医療協議会熊本部会委員
／九州厚生局熊本事務所 (変更)
椿 誠 常務理事 任期：平成29年８月
１日～平成30年10月13日�県へき地保健医療対策に関する協議会
委員／県医療政策課
赤尾 浩彦 理事 任期：平成29年７月
１日～平成31年３月31日�くまもと21ヘルスプラン推進委員会委
員／県健康づくり推進課
赤尾 浩彦 理事 任期：平成28年12月
１日～平成30年３月31日

２. 名義後援使用依頼 [承認]�第22回県国保地域医療学会／県国保地
域医療学会�熊本小児歯科懇話会第79回例会／熊本
小児歯科懇話会�平成29年度 ｢チーフ育成研修会・新人
育成研修会｣ ／県歯科衛生士会

18. 議題：
１. 退職役員､ 代議員会議長・副議長､ 代
議員､ 委員会委員の表彰者 [承認]
表彰者について承認した｡ ７月15日
(土) 開催の第１回臨時代議員会で表彰
する｡
２. 第１回臨時代議員会日程資料 [承認]

日程資料及びタイムスケジュールにつ
いて承認した｡

19. 協議事項：
１. その他
・平成30年度地域医療介護総合確保基金
(医療分) に係る新規事業の提案
来年度の基金事業の新規事業提案に

ついて募集があり､ 何か提案する事業
があれば､ 締切日５日前までに伊藤副
会長又は事務局に連絡することとした｡

20. 監事講評：
中嶋監事より､ 殆どの役員が留任だが､
会務が恒常化しないよう初心に帰り会務運
営に取り組んでいただきたい､ 西野監事よ
り､ 会員及び県民のための会務運営を行い､
浦田会長を皆で支え､ 役員としての品格あ
る行動を心掛けてほしいとの激励の言葉が
あった｡
21. 閉会：牛島専務理事

(広報 竹下 憲治)
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熊本県歯科医師会役員

常務理事 学術
社会保険
スポーツ歯科

椿 誠
(熊本市)

副会長 学院
医療連携
基金 (委託事業)
医・保・福連携

伊藤 明彦
(菊池郡市)

副会長
学校歯科
学校及び高等
学校保健会
災害対策
安心･安全制度
選挙管理
ケイ・デー・エム・ユー

渡辺 賢治
(下益城郡)

副会長
医療対策
センター･介護
裁定審議
警察歯科
総合政策推進Ｐ

小島 博文
(熊本市)

会 長

浦田 健二
(宇土郡市)

専務理事
総括

牛島 隆
(熊本市)

常務理事 会計
広報
厚生・医療管理
総務

八木 義博
(宇土郡市)

常務理事
地域保健
認知症対策

田上 大輔
(阿蘇郡市)

任期：平成��年�月��日～平成��年�月定時代議員会終結時

理 事

大林 裕明
(玉名郡市)

学校歯科

理 事

永松 聖隆
(熊本市)

医療対策

理 事

竹下 憲治
(熊本市)

広報

理 事

宮井 祐
(八代)

厚生・医療管理

理 事

松本 信久
(天草郡市)

センター・介護

理 事

赤尾 浩彦
(阿蘇郡市)

地域保健

理 事

井上 裕邦
(八代)

学術

理 事

田中 文丸
(荒尾市)

社会保険

理 事

宇治 信博
(阿蘇郡市)

総務・医療連携
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監 事

西野 隆一
(熊本市)

監 事

監 事

中嶋 敬介
(天草郡市)

氏 名 所属郡市
浦 田 健 二 宇土郡市
小 島 博 文 熊 本 市

日歯代議員 日歯予備代議員

氏 名 所属郡市
牛 島 隆 熊 本 市
渡 辺 賢 治 下益城郡

任期 平成��年�月�日～平成��年�月��日 任期 平成��年�月�日～平成��年�月��日
任期 平成��年�月�日～平成��年�月��日
氏 名 郡 市 名

若 江 秀 敏 水俣・芦北郡市
元 島 博 信 熊 本 市
千 場 正 昭 熊 本 市
冨 永 英 俊 玉 名 郡 市
今 藤 隆 文 人 吉 市
江 藤 寛 文 上 益 城 郡
久々山 芳 文 天 草 郡 市
荒 木 靖 菊 池 郡 市

裁定審議委員会委員

氏 名 郡 市 名
蔵 田 幸 一 熊 本 市
山 口 治 利 菊池郡市
市 原 誓 志 阿蘇郡市
田 中 弥 興 熊 本 市
鶴 田 善 久 八 代

選挙管理委員会委員 選挙管理委員会予備委員

氏 名 郡 市 名
中 山 万 弘 八 代
瀬 井 知 己 熊 本 市
森 義 和 宇土郡市
乕 谷 真 阿蘇郡市
小 野 秀 樹 熊 本 市

任期 平成��年�月�日～平成��年�月��日 任期 平成��年�月�日～平成��年�月��日

役 職 名 氏 名 所属郡市
学 院 長 伊 藤 明 彦 菊池郡市
副 学 院 長 牧 正 仁 熊 本 市
副 学 院 長 林 昭 宏 熊 本 市
教 務 部 長 弘 中 美貴子 －

役 職 名 氏 名 所属郡市
理 事 長 浦 田 健 二 宇土郡市

副 理 事 長
法令遵守担当理事 上 野 亮 一 八 代

常 務 理 事 桑 田 和 明 阿蘇郡市
理 事 守 永 純 一 八 代
理 事 瀬 井 知 己 熊 本 市
監 事 原 田 秀一郎 菊池郡市
監 事 片 山 公 則 阿蘇郡市

熊本歯科衛生士専門学院役員

任期 平成��年�月�日～平成��年�月��日 熊本県歯科医師国民健康保険組合役員

任期 平成��年�月�日～平成��年�月��日
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任期 平成��年�月�日～平成��年�月��日
氏 名 所属郡市 氏 名 所属郡市

高 松 尚 史 熊 本 市 馬 場 一 英 荒 尾 市
有 働 秀 一 熊 本 市 宮 坂 圭 太 山 鹿 市
嶋 田 英 敏 熊 本 市 河 原 正 明 山 鹿 市
秋 山 清 熊 本 市 � 木 公 康 菊 池 郡 市
吉 � 久 次 熊 本 市 明 受 清 一 菊 池 郡 市
中 原 孝 熊 本 市 城 敦 哉 菊 池 郡 市
堀 田 浩 史 熊 本 市 園 木 誠 菊 池 郡 市
渡 辺 洋 熊 本 市 武 藤 健 史 阿 蘇 郡 市
合 澤 康 生 熊 本 市 佐 藤 俊一郎 阿 蘇 郡 市
渡 辺 猛 士 熊 本 市 清 村 龍 朗 上 益 城 郡
井 口 泰 治 熊 本 市 岩 本 知 之 上 益 城 郡
田 中 利 明 熊 本 市 吉 永 修 下 益 城 郡
古 川 猛 士 熊 本 市 山 � 英 宇 下 益 城 郡
椿 賢 熊 本 市 水 上 正 太 八 代
齊 木 智 章 熊 本 市 守 永 純 一 八 代
宮 本 格 尚 熊 本 市 高 田 博 樹 八 代
松 田 惠 熊 本 市 山 口 透 八 代
田ノ上 輝 熊 本 市 蓑 田 亮 水俣・芦北郡市
大 塚 昭 彦 熊 本 市 永 田 英 樹 水俣・芦北郡市
谷 口 守 昭 熊 本 市 中 原 正 弘 人 吉 市
田 中 栄 一 宇 土 郡 市 斉 藤 健 三 人 吉 市
立 山 徹 也 宇 土 郡 市 向 江 富士夫 球 磨 郡� � 稔 玉 名 郡 市 山 崎 浩次郎 球 磨 郡
犬 束 美 尚 玉 名 郡 市 森 口 茂 樹 天 草 郡 市
小 � 伸 也 玉 名 郡 市 松 田 教 裕 天 草 郡 市
田 中 正 荒 尾 市 布 井 隆 行 天 草 郡 市

熊本県歯科医師会代議員

任期 約�年間 (郡市により始期終期が異なる)
氏 名 所属郡市 氏 名 所属郡市

宮 本 格 尚 熊 本 市 清 村 龍 朗 上 益 城 郡
田 中 栄 一 宇 土 郡 市 吉 永 修 下 益 城 郡� � 稔 玉 名 郡 市 水 上 正 太 八 代
田 中 正 荒 尾 市 蓑 田 亮 水俣・芦北郡市
宮 坂 圭 太 山 鹿 市 中 原 正 弘 人 吉 市� 木 公 康 菊 池 郡 市 向 江 富士夫 球 磨 郡
武 藤 健 史 阿 蘇 郡 市 森 口 茂 樹 天 草 郡 市

各郡市歯科医師会会長
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委員会紹介

５. 医科との学術連携推進�医療保健福祉連携学会への参加�院内感染研究会への参加�へき地保健医療対策に関する協議会へ
の出席

６. 他委員会との合同研修会の開催

７. 各郡市歯科医師会､ スタディグループ､

九州各県歯科医師会との学術連携推進

８. 診療・経営支援に役立つ情報等の提供�会報学術レポート､ ワンポイント学術
情報等の提供�顎骨壊死検討委員会ポジションペーパー
2016とポスターの刷新

理事の抱負
３期目の学術担当理事をさせて頂くこと

になりました井上です｡

前期より継続してまいりました ｢Back to

the Basic｣｡ 基本的な医療の再認識と最新医

療のトピックスを合わせた学術情報を引き

続き会員の皆様へ提供してまいりたいと思っ

ております｡

また､ 日歯生涯研修事業への対応をより

充実させ､ 医科との学術連携推進､ 他委員

会と連携した講演会を開催し､ 多くの先生

方に認定証を取得していただくための支援

をしてまいります｡

さらに､ 実技を取り入れた有料講演会､

衛生士対象スキルアップ講演会を企画し､

会員先生方及び医院スタッフの知識向上と

スキルアップのお手伝いができればと考えてお

ります｡

また２年間よろしくお願いいたします｡

―平成29年度事業計画―
１. 学術研修 ｢Back to the Basic｣ 推進事業�熊本県歯科医学大会の開催�メーカータイアップによる講演会の開催�コ・デンタルスタッフ学術講演会の開催
２. 生涯研修事業への対応・会員支援�認定証取得の推進､ 安心・安全歯科医

療推進制度基準達成の推進

３. 先進歯科医療の情報収集及び提供�先進歯科医療に関する情報の提供�歯科医師スキルアップ有料セミナーの
開催

４. 安心・安全歯科医療推進制度に係る講

演会 (救急救命等) の開催

学術委員会 (理事 井上 裕邦)

役 職 氏 名 所属郡市

委 員 長 馬 場 一 英 荒 尾 市

副委員長 内 野 玲 上益城郡

委 員

清 水 幹 広 熊 本 市

園 木 誠 菊池郡市

豊 田 正 仰 熊 本 市

壽 永 旭 博 天草郡市



―平成29年度医療連携関係事業計画―
１. がん患者医科歯科医療連携事業に関する

事項�がん医科歯科連携事業の運営�関連病院との連携�がん連携に関する研修会の実施�事業内容に関する広報
２. 回復期病院との連携に関する事項�回復期病診療連携事業の運営�関連病院との連携�病診連携に関する研修会の実施�事業内容に関する広報�歯科の介入前後におけるデータの収集と
効果の検証�病院勤務歯科衛生士との連携

３. 医療・保健・福祉連携学会への参加

４. 感染予防研究会､ 感染管理ネットワーク

への参加

５. 新たな医療連携体制の構築

６. 医師会との医科歯科連携協議に関する事

項

理事の抱負
前期に引き続き総務・医療連携担当理事を

務めさせて頂くことになりました宇治です｡

本会総務とがん連携事業､ 回復期連携事業

を中心とした医療連携を担当させていただき

ます｡ どちらの事業も紹介数が年々増加し､

歯科が介入することの重要性が認識されてき

ております｡ 熊本県における医療連携のさら

なる充実と発展を目指し､ 委員一同で取り組

んでいく所存です｡ 会員皆様のご理解ご協力

のほどよろしくお願いいたします｡

―平成29年度総務関係事業計画―
１. 総務の事業計画に関する事項�入会促進�新入会員等研修会の開催�各郡市歯科医師会との連携の充実�５つの基本方針の推進を検証
２. 経理に関する事項�予算管理及び決算�財産の管理�会費及び負担金の納入
３. 渉外及び行政との交渉に関する事項�県行政及び県議会議員との懇談会
４. 職員及び会館・備品に関する事項�物品の発注､ 購入�図書管理�職員の労務､ 福利厚生�職員の出張､ 研修�職員の事務能率・改善�職員の昇給､ 昇格､ 人事考課
５. 調査・ＩＴに関する事項�ペーパーレス化プロジェクト�ネット会議､ ネット配信プロジェクト
６. 会員に関する事項�会員名簿作成

総務・医療連携委員会 (理事 宇治 信博)
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役 職 氏 名 所属郡市

委 員 長 三 森 康 弘 阿蘇郡市

副委員長 神 � 理 子 熊 本 市

委 員

太 田 文 隆 熊 本 市

三 隅 賢 祐 熊 本 市

片 山 泰 紀 熊 本 市

近 藤 俊 輔 宇土郡市
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６月17日(土) 午後６時から､ 県歯会館に

て平成29年度第１回臨時組合会が開催された｡

事務局による点呼が行われ､ 総議員30人中27

人の出席により会議が成立することを田中議

長が宣言し開会された｡

―理事長挨拶―

皆さん､ こんにちは｡ 本日は平成29年度第

１回臨時組合会を開催いたしましたところ､

お忙しいところご出席いただきありがとうご

ざいます｡ 我々役員の任期も今月で終わり､

２年に一度の役員改選ということで組合会を

開かせていただきました｡ 重要な懸案であり

ますので慎重なご審議よろしくお願いいたし

ます｡ 昨年は熊本地震で大変な一年でありま

した｡ 我々国保組合も打てる手は打たせてい

ただいて進めてまいりました｡ 現在､ 熊本地

震被災による窓口負担金の減免措置が､ ２回

延長があって今年の９月までとなっておりま

すが､ 昨日､ 熊本県から連絡が入りまして再

延長はないということになりそうだというこ

とです｡ ９月末ぐらいにならないとはっきり

したことはわかりませんが､ 詳しい情報が入

りましたらお知らせしたいと思っております｡

本組合も地震の影響を受けておりますし､ 補

―平成29年度第１回臨時組合会―

助金が５年間かけて毎年削減されていますの

で運営面でも苦しいところも出てくると思い

ます｡ いろいろと努力して､ できるだけ組合

員の方々の負担にならないように対応を考え

てもらうよう､ 次期役員に申し送りをしてす

すめていきたいと思います｡ どうか引き続き

のご協力とご指導をお願いいたします｡ それ

では本日の組合会､ 最後までよろしくお願い

いたします｡

次に議事録署名人として稲葉議員 (熊本市)､

原議員 (玉名) が指名され､ 報告事項として

桑田常務理事から保険給付規程の一部改正に

ついての説明があった｡

その後議事に移り､ 役員改選が行われ､ ま

ず選考委員として稲葉議員 (熊本市)､ 谷口

議員 (熊本市)､ 阿久根議員 (菊池郡市)､ 秋

山議員 (球磨郡) が選任され､ 別室で協議の

上､ 現役員が全員再任された結果が賛成多数

で承認された｡

最後に守永理事が現役員が全員再任された

ことのお礼と決意を述べて閉会の挨拶を行っ

た｡

(国保組合 瀬井 知己)

窓口負担金の減免措置が９月までで終了予定��������
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―よい歯の広場―
歯科への関心をもっと持ってもらえるように玉名郡市

化物洗口事業が始まっていることもあり､ 玉
名地域の方々にも着実に関心が高まってきて
いるのを感じた｡
来場者は比較的歯科に関心の高い方が多く､
本当に治療が必要な方の来場は少ないように
感じた｡ イベントの告知方法や内容について
今後さらなる検討が必要だろう｡

(月精 秀和)

６月３日(土) 午前10時より､ 玉名市保健
センターにて毎年恒例の ｢よい歯の広場｣ が開
催された｡ 当日はからりとした晴天で気温がか
なりあがったのと､ 近くで玉名しょうぶ祭りが
開催されており､ 例年より若干少なめながら約
200人もの来場者があった｡ 今年は歯科医師に
よる歯科健診・相談､ 歯科衛生士によるブラッ
シング指導・フッ素塗布､ 九州看護福祉大学
(口腔保健学科) による位相差顕微鏡＆唾液
量検査､ 有明保健所による健康相談・食育､
フッ化物洗口体験､ 子ども達に人気のくじ引
き＆ゲームの各コーナーを設けた｡
歯科健診・相談コーナーでは､ 歯科医師に

よるアドバイスに来場者は熱心に耳を傾けて
いた｡ 今年は小さな子供連れの家族がとても
多く､ フッ化物洗口コーナーや歯科衛生士に
よる親子そろってのブラッシング指導コーナー
ではわきあいあいと指導が行われていた｡ と
くにフッ化物洗口については一昨年からフッ

わきあいあいと行われたブラッシング指導コーナー

��������������������������������������������������
―歯と口の健康週間事業IN阿蘇市―

口腔ケアを分かりやすく講演阿蘇郡市

｢阿蘇みやま荘｣ では宇治会員にわかりやす
く講演していただいた｡ また歯科衛生士会か
らも５人参加して､ 口腔衛生指導､ 義歯清掃
指導をしてもらった｡ 職員の方々は熱心に講
演を聞き､ 質疑応答の時間もいろいろと質問
されて､ 明日からの介護に役立つ有意義な講
演になったと思う｡

(乕谷 真)

６月10日(土) に介護老人保健施設 ｢阿蘇
グリーンヒル｣ と特別養護老人ホーム ｢阿蘇
みやま荘｣ の２施設にて ｢口腔ケアについて｣
と題して､ 講演会を開催した｡
要介護高齢者の楽しみの第一位は ｢食事｣

である｡ 美味しく楽しく安全な食生活の営み
は高齢者に共通の願望であり､ 健全な食生活
は生き生きとした生活に必須の要素､ 食生活
の確保には口腔機能の維持が不可欠である｡
口腔ケアを行うことによって､ 口臭の改善､
誤嚥性肺炎の予防ができる｡ ここ最近は､ 口
腔ケアの大切さや誤嚥性肺炎の恐ろしさなど
も伝えられて､ 口腔ケアに取り組む施設も徐々
に増えてきているようだ｡ そのような中今回
の講演では､ どのようにしてに取り組めば良
いか､ またその進め方､ 導入後のメリットと
して咀嚼力や嚥下状態が良くなることや入居
者の生活レベルの向上がみられるなど､ その必
要性を ｢阿蘇グリーンヒル｣ では高宗会員に､

熱心に講演を聞く介護スタッフと入居者

� � � � � � � �
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糖尿病と歯周病の講話なども盛り込み､ 全身

と歯との関係を来場者に啓発することが出来

たのではないかと思った｡

今年も多くの市民の方々に来場していただ

き､ 全ての会場の集計は1,926人という結果

であった｡ 終了後､ ホワイトパレスにて協力

頂いた関係団体をお招きし反省会を行った｡

今後も八代地域の方々の歯と口の健康増進に

努力していきたい｡

(高野 明夫)

昨年は熊本地震で惜しくも中止になった

｢やつしろ歯の祭典｣ が６月10日(土) に開催

された｡ 会場はやつしろハーモニーホール､

ゆめタウン八代､ 八代口腔保健センター､ 氷

川町公民館の四つの会場で行われた｡

例年通り､ ハーモニーホールでは多数の来

賓の方々ご臨席のもと､ 小学生の図画ポスター

の入賞者と高齢者のよい歯のコンクール受賞

者の表彰式が行われた｡ 今年は最優秀賞の方

が熊本県知事賞を同時受賞され､ 更に地域の

方々の励み喜びとなった｡

会場内では会員による歯科相談､ 矯正相談､

訪問歯科コーナー､ スタッフによるブラッシ

ング指導､ フッ化物塗布そして新しく早産予

防のＤＶＤ上映､ パンフレットの配布を行っ

た｡ 最後にはくまモンが出演し､ 子供たちと

一緒に歯に関するクイズに答えたり､ くまモ

ン体操を踊ったりと大盛況であった｡

ゆめタウン八代では､ 歯科相談､ フッ化物

洗口､ 風船プレゼントが特に好評で風船を持

つ子供達で溢れた｡ 氷川町公民館においては､

歯科相談と健診

―八代 歯の祭典―
健口から健康へ八 代

��������������������������������������������������
来ている親子もいて､ 徐々に浸透して来てい

るのは喜ばしい限りである｡ 歯科治療パネル

展示をゆっくり見ていただくこともでき､ 今

年なりの収穫も多かったのではないだろうか｡

(田染 直子)

６月10日(土) 午後２時より､ イオンモー

ル宇城の別館イオンホールにて ｢歯とお口の

健康展｣ が開催された｡ 通年開催していた会

場が復興イベントで使えない為､ ショッピン

グモールから離れた別館のホールでの開催と

なった｡ 買い物に来られた人たちが立ち寄る

場所ではない事や悪天候も重なり､ 集客に不

安はあったものの､ 携帯のラインアプリによ

るＣＭやショッピングモール内でのポスター

広告のおかげで､ 大人42人と子供47人の計89

人もの方々に来場いただいた｡

買い物ついでではなく､ わざわざこのイベ

ントにいらした方々なので､ 例年に比べ口腔

内に関心が高く､ 熱心に質問される方が多かっ

た様だ｡ 中には毎年このイベントを楽しみに

ポスターを熱心に見る来場者

―歯とお口の健康展―
関心が高く熱心な来場者下益城郡
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���������� 郡市会報告

６月10日(土) 午後６時より､ 天草市の新和
荘海心にて ｢長寿のお祝いの会｣ が開催された｡
規矩会員と横山会員が喜寿を､ 有馬会員と中村
社綱会員が古希をめでたく迎えられた｡ 中村会
員は残念ながら欠席であった｡ ３人の先生方に
紫の頭巾とちゃんちゃんこを身につけて頂き､ 写
真撮影の後､ 山本会長よりお祝いの言葉があり､
各先生方に記念品贈呈の後､ ご挨拶を頂いた｡
それぞれまだ現役で40年以上診療を続けられて
おり､ その歴史を感じられる思い出話にとても
感銘を受けた｡ さらに趣味も多く､ やはり何で
も興味を持って全力で取り組んでおられるのが､
長寿の秘訣だと改めて思った｡ 美味しい料理と
お酒に舌鼓をうち､ 大変楽しい時間となった｡

そのまま二次会場に場所を移し､ 遅くまで楽
しい時間を過ごした｡ 尊敬する４人のご健康と
益々のご活躍をお祈り申し上げます｡

(松原 崇士)

天草郡市歯科医師会�����������
―長寿のお祝いの会―

よく似合ったチャンチャンコ姿の３人を囲んで

６月10日(土) 午後４時より荒尾市､ 玉名郡
市合同の学術講演会が玉名市文化センターにて
行われた｡
講師には福岡市城南区で開業の江川光治氏を

お迎えし､ ｢日常臨床における接着修復～コン
ポジットレジン修復を中心として～｣ という演
題で約２時間ご講演頂いた｡
江川講師は全国規模で活動する学術団体のイ

ンストラクターをつとめ､ コンポジットレジン
(ＣＲ) 修復で症例発表した際は絶賛されるほ
どの知識とスキルが認知されており､ 若手の会
員も多く参加した｡
江川講師は接着修復の普及は鋳造修復時の歯

牙削合による歯牙へのダメージを最小限にする
というミニマルインターベンションが可能にな
り､ 審美､ 機能､ 構造､ 生体に優しい治療法と
して､ 中でもＣＲ修復の恩恵は大きく､ そのた
めの知識 (各種ボンディング材の特徴､ 使用上
の注意点とコツ､ ＣＲ充填の勘所､ シェードの
合わせ方､ 研磨法､ 術後トラブルと対処法など)
を様々なデータ､ ご自身の症例も交えて詳細に

―合同学術講演会―

������������荒尾市・玉名郡市歯科医師会

解説頂いた｡
また今の接着
技法が簡便さを
強調するものも
数多いが､ 適応
症をよく見極め
た上で､ どのマ
テリアルを選択
するか判断する
事が非常に大切
であると力説さ
れた｡
講演はベーシックなことからアドンバンスな
内容まで網羅されたもので有り即導入できる情
報も満載であったが､ 講師のスキルの高さ､ 自
院にあるＣＲやボンディング材の品数の多さに
は皆が圧倒されていた｡
そして講演会後の懇親会で参加者の多くが江
川講師に直接質問に行く様子から､ 今回の講演
会がいかに好評であったか想像つくであろう｡

(坂田 輝之)

ＣＲ充填を症例交じえて熱く語る江川氏
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６月24日(土) 午後３時より小雨降る中､ ｢ホ
テルしらさぎ｣ にて平成28年度定時総会が開催
された｡ 来賓として伊藤県歯副会長､ 牛島県歯
専務理事､ 山本荒歯会会長をお迎えした｡ まず
森会長の任期４年間の御礼の挨拶のあと､ 長寿
のお祝いにうつり古希会員 (坂口馨会員､ 冨永
英俊会員)､ 還暦会員 (冨永浩義会員) に記念
品が贈られた｡
次に議長に國�拓会員､ 副議長に増田憲敏会

員を選出し､ 代議員会､ 評議員会､ 国保組合会､
会長専務会､ 下半期の会務報告などが行われた｡
議事に入り第１号から第３号議案まで協議され
全て承認可決された｡
また安田選管委員長から会長・監事改選の件

について､ 現副会長の��会員が会長に当選さ
れたと報告があった｡ 監事は立候補､ 推薦とも
に届出がなく､ ��新会長が森本会員､ 冨永英

―定時総会―

������������玉名郡市歯科医師会

俊会員を指名した｡ 長時間の総会後､ 会員一同
次期執行部に大きな希望と期待を祈念して､ 別
室の懇親会場へ移動した｡ 懇親会では来賓並び
に会員で楽しく歓談し､ お互いの親睦を深めた｡
次回の総会も全会員の元気な笑顔での出席を期
待して無事に終った｡

(春野 惟一)

議案は全て承認可決された��������������菊池郡市歯科医師会

６月24日(土) 午後４時より､ 菊池グランド

ホテルにて総会が開催された｡�木副会長の開会の辞､ 宮川会長より任期最
後の挨拶後､ 議長に工藤晃正会員・副議長に前

澤会員を選出し総会は開始された｡

城専務理事より会務報告､ 社保の南理事､ 口

腔衛生の塘理事より委員会報告がなされた｡ 議

事では､ 第１号議案の歳入歳出決算案の説明が

田中常務理事よりなされ､ 中村・北川監事より

適正に運営されている旨会計監査報告があり､

満場一致で承認された｡ 第２号議案では､ 会費

入会金及び会館負担金賦課徴収規約の一部変更

について､ 宮川会長より説明があり､ 第３号・

４号議案では､ 城専務理事より次期の役員選出､

県歯代議員及び予備代議員選出について説明が

なされた｡ 次期の理事候補者は､ 会の参加者の

投票により可決された｡ 提出された４つの議案

はすべて可決承認され､ 無事に新執行部が船出

できた｡

協議では､

１. 預かっ

た出務費の

精算を振込

みにするこ

と２.AED

の消防署よ

りの要請があった場合についての様々な疑問点､

確認等が協議された後､ 明受副会長より閉会の

辞がなされた｡

懇親会では､ 来賓挨拶で､ 田上県歯常務理事､

池田菊池保健所所長より宮川前会長へのねぎら

いの言葉を頂き､ あわせて宮川会員・橋本会員

の還暦祝いが行われた｡ その後､ 新入会員の今

泉真理子会員・今泉亮会員より挨拶を頂き､ 片

山会員の乾杯挨拶で楽しい宴会が催された｡

(渡邊 敬之)

―総会―

４つの議案はすべて可決承認された｡
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����� �����―通常総会､ 臨時総会―

���������上益城郡歯科医師会

６月３日(土) 通
常総会が､ ７月１日
(土) 臨時総会がと
もに熊本市の仲むら
で開催された｡
通常総会において
はまず玉置会長が挨
拶をされ､ その後､
会務報告､ 各委員会
報告と続いた｡ 前年
度の会計報告が佐藤常務理事より伝えられ､ 河
端監事により監査報告があり､ 承認された｡ 昨
年は震災により中止となった笑顔ヘルＣキャン
ペーン､ 会場の確保が困難であった家族従業員
レクレーション大会も例年通り開催されること
になり､ 協議がなされた｡
臨時総会では清村新会長挨拶の後､ 今年度の
役員・委員委嘱報告があり､ 代議員会・評議員
会等の報告がなされた｡ その後予定されている

事業についての協議を行った｡
上益城郡は昨年の熊本地震で特に被害が大き
かった地区であり､ 全会員が対応に奔走した｡
まだいろんな問題が残っているが､ 新体制になっ
たこれからも引き続き復興に向け､ 一致団結し
て臨む｡ 両日ともに２次会に進み､ 大いに盛り
上がった｡

(宮本 徳郎)

風景な風景が広がる中､ これからも健康に留意
して地域のために頑張りましょう｡｣ と挨拶が
あり乾杯の音頭から懇親会へと移った｡
新入会員を迎え少しだけ平均年齢が若返った
事などを酒の肴に盛会のうちに終了となった｡

(田染 直子)

―総会―

�����������下益城郡歯科医師会

６月29日(木) 午後７時より､ 松橋大明天に
て通常総会が開催された｡
総会に先立ち､ 訪問機器の可搬式歯科用ユニッ
トの取り扱い説明が行われた｡ 高齢化が進み訪
問診療が不可欠とされる現代､ コンパクトで高
性能な治療機器は､ 訪問先で私たちの手助けと
なってくれることは間違いない｡
吉永会長の挨拶と共に総会が始められた｡ 先
ず２人の新人会員の紹介があり､ それぞれの会
員より挨拶頂いた後､ 会計及び監査報告がなさ
れた｡ 続いて来年度事業計画 (健康診断､ 宇城
三郡市学術講演会､ 宇城健康フェスタ､ 口の健
康展) の日程等について話し合いが行われた｡
会長､ 監事候補の承認を求める件では､ 出席
者全員挙手にて､ 会長に吉永会員と監事に大久
保会員が可決された｡
その後､ 大森会員より､ ｢公費解体が進み殺

少しだけ若返った下益城郡

上益城復興に向けて！
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����� �����―ボウリング大会―

������������天草郡市歯科医師会

７月１日(土) 午後２時半より､ 天草ボウリ

ングセンターにて第14回天草郡市歯科医師会ボ

ウリング大会が開催された｡ 概ね三年に一度開

かれるこの大会は､ 各医院間のスタッフ交流の

場となっている｡ 今回は久々の開催で尚且つ森

口新会長に代わっての初仕事ということもあり､

大いに盛り上がった｡ 大会成績は次の通り｡

団体優勝一位､ 久々山歯科 ave.139

二位､ 山本歯科A ave.137

三位､ 小田歯科 ave.130.5

個人優勝一位､ 上田康彦 ave.158.5

二位､ 山本源治 ave.152.5

三位､ 小田哲也 ave.149.5

それぞれに個人賞､ 参加賞を持ち帰り和やか

なうちにお開きとなった｡

(槌本 亮二郎)

団体優勝の久々山歯科へトロフィー

県歯科医師会・県保険医協会主催
歯科医科連携キックオフ・シンポジウム

日 時 平成29年９月９日(土) 午後５時～７時
会 場 熊本県歯科医師会館 ４階ホール
講 師 熊本機能病院 古川 由美子 訪問歯科連携センター室長､

よしむらクリニック 吉村 良平 院長､
熊本県歯科医師会 田上 大輔 常務理事

むし歯予防全国大会 in KUMAMOTO

日 時 平成29年10月21日(土) 午後２時～５時30分
会 場 くまもと森都心プラザ ５階プラザホール
テーマ 健口長寿～フッ化物の応用・継続の力～
内 容 基調講演 (講師：新潟医療福祉大学 石上 和男 教授)､

シンポジウム
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天草郡市 小林 裕介

ですので､ 当たらなければ参加できません｡
あわよくば抽選に外れる事を密かに期待して
いましたが､ あえなく当選｡ いよいよ逃げ場は
なくなり､ 初のフルマラソン挑戦となりました｡
いよいよスタートし､ ハーフ過ぎまでは自
分でも不思議なくらい順調に進みました｡ し
かし､ そこからが徐々に苦しくなっていきま
した｡ 足はつり始め筋肉は硬直し徐々に動か
なくなり､ 折り返しでの､ 反対車線にはリタ
イヤした方々が､ パトカーを従えてバスに収
容されています｡ その様はまるで護送車です｡
せっかくここまで来たのだからと自分を奮い
立たせて､ 襲い来る関門と戦いながら､ なん
とか熊本城のエリアまでたどり着きました｡
最後は上り坂でこれでもかと襲いかかるマラ
ソン地獄を味わいながらもなんとかゴールし
ました｡ それからは達成感という言い訳のも
と､ 長きに渡る冬眠状態に入るのですが､ 時
期がくるとトレーニング､ 大会に参加を繰り
返しています｡ 第５回熊本城マラソンの抽選
に外れ､ 内心ホッとしたのもつかの間､ 救護
ランナー枠が歯科医師会にあるとの連絡を先
輩からいただき､ またもや意思に反し出場す
ることとなりました｡ その時は､ 同じ郡市の
若手の会員も巻き込んでの参加でしたがなん
とか完走することができました｡ このような
状態ではありますが毎回完走した時は何物に
も代えがたい爽快感があることも事実です｡
自らの意思ではここまでできると思えず､ 誘っ
ていただいた先輩には密かに感謝しております｡
しかし､ その２ヶ月後予想もできなかった､
熊本地震がおき､ ゴールした熊本城の傷つい
た姿に非常にショックを受けました｡ 今も復
興に向け前進している熊本とともに自分も走
り続けていければと思っています｡
次は私の釣りの師匠である奥田洋実会員に
お願いします｡

もともとは､ サーフィンを趣味としていた
のですが､ 福岡から熊本に移り住み機会が遠
のいていた私に､ ある日一通のメールが届き
ました｡
『来年2012年２月までにフルマラソンに出場
できるよう準備しておくように』
それは､ 大学の先輩からのものでした｡ 準
備期間は約半年､ 犬の散歩ですら苦痛となっ
ていた私にとってマラソンなど未知の領域｡
数日間の�藤の末､ 先輩の命令に逆らえるは
ずもなく､ 第一回熊本城マラソンにエントリー
すべく､ ランナー生活をスタートすることに
なりました｡
まずはコース選びです｡ 夜は人通りが少な
いと人知れず倒れた場合に危険なため､ 国道
沿いの明るい道を選択しました｡ なにせ数年
ぶりの本格的な運動､ 安全は第一です｡ 仕事
が終わった後､ 自宅から往復５キロ週３回か
ら始めていきました｡ ジョギングの次の日は
激しい筋肉痛に襲われましたが､ 徐々にそれ
も無くなっていきました｡ 時間もあまり気に
せず走っていましたがペースを決めて走るよ
うにし､ ゴール時間も目標を立てていきまし
た｡ 体が徐々に慣れてくると土日を使って距
離を延ばし､ 順調に調整をすすめました｡ 次
第に体力的にも余裕ができてくると､ 仕事の
ことなどを一人で冷静に考えながら走る貴重
な時間となったように思います｡
まずは前哨戦として､ 11月開催の天草マラ
ソンのハーフにエントリーし､ いままでトレー
ニングでは10キロまでしか走っていなかった
のですが､ 『ここを突破できなければ２月の

完走など望めな
い､ 先輩からの
指令を実行しな
ければ』 と､ 自
分自身にプレッ
シャーをかけ､
途中くじけそう
になりながらも
なんとか無事完
走｡ 完走した時
は爽快感よりも
自分の責務を果
たした安堵感で
いっぱいでした｡
その後､ 熊本城
マラソンは抽選



熊歯会報 Ｈ.29.８

26

�������
天草の人気店 ｢海鮮家 福伸｣ の姉妹店です｡
毎日天草から直送される新鮮な魚介類で､ お
刺身や荒炊きなど素材にあった最高の食し方を
和食職人が提供してくれます｡ また､ 天草大王
を使った料理や郷土料理も豊富です｡
勉強会後の食事会やランチもありますので是
非利用してみてください｡
おいしいですよ！

熊本市中央区下通り1-9-8地下１階

℡096-227-8800
＜ご昼食＞11:30～15:00 (LO14:30)
＜お夕食＞17:30～24:00 (LO23:00)
休不定休 席 58席
Ｐなし カード可

☆飲み放題コースは
5,400円～
ビールは
プレミアムモルツです!!

―海鮮家 福伸 銀座通り―

� � �
謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

出口 久男 先生
平成29年６月21日 ご逝去 86歳�郡 市 名：熊本市�入会年月日：昭和30年12月28日
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会 務 報 告 自 平成29年６月５日
至 平成29年６月29日

所管 日付 摘要 出務者

総 務

６月６日 日歯予算決算特別小委員会 (日歯会館) 浦田会長

７日

第788回支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長

県体育協会第１回スポーツ医科学専門委員会 (アークホテル熊本) 渡辺専務理事

本会事業・会計監査
(１) 平成28年度事業・決算監査

久々山・西野監事､ 浦田会長､ 中嶋
副会長､ 渡辺専務理事､ 八木常務理
事

県移植医療推進財団評議員会打合せ 浦田会長

第26回理事会
【承認事項】
(１) 新入会員の承認 (２) 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼
(３) 名義後援使用依頼 ほか
【議 題】
(１) 平成28年度一般社団法人熊本県歯科医師会会計決算 (案)
(２) 定時代議員会の運営並びに日程資料 (３) 日本産業衛生学会からの講師派遣依頼

浦田会長他全役員､ 伊藤学院長､ 宮
本代議員会議長､ 玉置代議員会副議
長

８日 江崎グリコとの面談 浦田会長

11日 第２回社会歯科学会総会・学術大会 (日本歯科大学生命歯学部)
浦田会長､ 小島副会長､ 牛島常務理
事

12日 職員人事評価打合会 渡辺専務理事､ 八木・牛島常務理事

13日
熊日取材 浦田会長

県移植医療推進財団評議員会 (熊本赤十字病院) 浦田会長

15日

第185回日歯定時代議員会 (１日目) (日歯会館) 浦田会長､ 小島副会長

月次監査
(１) ５月末会計現況監査

久々山・西野監事

16日 第185回日歯定時代議員会 (２日目) (日歯会館) 浦田会長､ 小島副会長

17日

定時代議員会
【議 事】第１号～第４号議案
【協 議】(１) 時局対策

宮本議長､ 玉置副議長他全議員､ 浦
田会長他全役員､ 伊藤学院長

第１回臨時理事会 浦田会長他全役員

18日 職員研修旅行 (佐賀) 澤田事務局長他職員

19日 肥後医育振興会定時評議員会 (KKRホテル熊本) 浦田会長

20日

新役員打合せ会 (第１回常務理事会)
(１) 第２回理事会の運営
(２) 退職役員､ 代議員会議長・副議長､ 代議員､ 委員会委員の表彰者
(３) 平成29年度第１回九地連協議会の提出協議題及び出席者 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

21日 県総合保健センター臨時理事会 (熊本テルサ) 浦田会長

24日

故出口久男会員 (熊本市) 告別式弔辞奉呈 (熊本市) 渡辺副会長

玉名郡市歯会定時総会 (ホテルしらさぎ) 伊藤副会長､ 牛島専務理事

第31回県警察医会総会 (ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ) 椿常務理事

八代歯会定時総会 (セレクトロイヤル八代) 渡辺副会長

菊池郡市歯会定時総会 (菊池グランドホテル) 田上常務理事

堀憲郎日歯会長を励ます会 (新潟市) 浦田会長

26日 城井陽子先生叙勲伝達式 浦田会長

27日 第４回警察歯科医会全国大会準備委員会 小島委員長､ 上田副委員長他全委員

29日
地域医療介護総合確保基金打合せ
(１) 業務引継ぎ：県地域医療構想・骨太の方針

宮坂前副会長､ 伊藤副会長

学 術 ６月16日
学術委員会
(１) バイタルサインセミナー (２) 九州各県学術担当者会提出協議題
(３) 衛生士向けセミナー

牛島常務理事､ 井上理事､ 堀川委員
長他全委員

社会保険

６月５日
レセプトチェックセンター (荒尾市)
相談者：０名

田中理事

15日 保険個別指導 (KKRホテル熊本) 渡辺・井口委員

23日
社会保険個別相談会 (八代市)
相談者：１名

渡辺・金本・井口委員

24日

社会保険個別相談会
相談者：１名

田中理事他８委員

社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 個・共同指導立会者､ 個別指導対応 (３) 社保講演会 ほか

中嶋監事､ 田中理事他11委員

地域保健

６月13日
センター・介護､ 地域保健合同委員会
(１) 平成29年度九州各県地域保健担当者会

田上常務理事､ 赤尾理事､ 宮本副委
員長､ 郷原委員

18日 県糖尿病対策推進会議・実務者研修会 (熊大附属病院) 関会員

28日
協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (合資会社ナカガワ)
受診者：12名

歯科衛生士２名
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所管 日付 摘要 出務者

広 報

６月12日
広報小委員会
(１) 会報７月号編集・校正

竹下理事､ 岩崎委員長他３委員

13日
NHK番組 ｢テレメッセくまもと｣ 打合せ
(１) ６／27収録分

竹下理事

17日 定時代議員会取材 岩崎委員長､ ��委員
20日

広報小委員会
(１) 会報７月号第２校校正 (２) 今後の会報作成等日程

竹下理事他４委員

22日
NHK番組 ｢テレメッセくまもと｣ 打合せ
(１) ６／27収録分

竹下理事

27日 NHK番組 ｢テレメッセくまもと｣ 収録 (NHK熊本放送局) 竹下理事

学校歯科

６月14日
学校歯科委員会
(１) あいうべ体操ポスター３校の審議 (２) くまモンの使用許可
(３) 全国大会チラシ配布

大林理事､ 河原委員長他５委員

15日 県PTA共済審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

16日
県学校保健会定時評議員会 (メルパルク熊本) 宮坂副会長､ 大林理事､ 河原委員長

県学校保健会臨時理事会 (メルパルク熊本) 宮坂副会長

28日
日学歯第92回定時総会 (日歯会館) 大林理事

第５回日学歯理事会 (日歯会館) 大林理事

医療対策
６月20日

医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 医療事故事例の検討 (３) 委員提出協議題

小島副会長､ 岡田委員長他全委員

27日 医療対策小委員会 岡田委員長他２委員

センター・
介護

６月５日
県社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会保健福祉推進部会 (ホテル熊本テルサ) 小島副会長

県認知症対策課との委託事業打合せ 田上常務理事､ 松本理事

７日
県老人クラブ連合会第１回健康・生きがいづくり支援事業推進委員会 (県総合福祉センター)
(１) 平成29年度事業の取り組み

宮坂副会長

13日
センター・介護､ 地域保健合同委員会
(１) 平成29年度九州各県地域保健担当者会

松本理事､ 平井委員長､ 太田委員

15日 第28回日本老年歯科学会 (１日目) (名古屋国際会議場) 松本理事

16日 第28回日本老年歯科学会 (２日目) (名古屋国際会議場) 松本理事

24日
障がい児 (者) 歯科健診 (つばき学園)
受診者：53名

松本理事､ 松岡委員

総務･医療
連携

６月６日 県がん診療連携協議会幹事会第32回相談支援・情報連携部会 (熊大附属病院) 牛島常務理事

学 院 ６月22日
第１回役職員会
(１) 実習ユニットの選定 (２) 教務委員の選定 (３) 講師定年による任期交代 ほか

伊藤学院長､ 牧・林副学院長､ 弘中
教務部長

国保組合

６月９日 九州地方町村国保事務担当者研修会 (大分レンプラントホテル) 塩山係長

13日 全協保健事業推進担当者研修会 (東京・全国町村会館) 宮�係長
17日

第１回臨時組合会
【議 事】第１号～第２号議案

27議員､ 浦田理事長他全役員

第１回 (臨時) 理事会
(１) 理事長・副理事長・常務理事・法令遵守担当理事の互選

浦田理事長他全役員

22日 第69回全協通常総会 (江陽グランドホテル) 浦田理事長

29日
国保組合監査

原田・片山監事､ 浦田理事長､ 桑田
常務理事

第２回理事会 浦田理事長他全役員



この保険は当グループ内で１年ごとに収支計算を行ない 剰余金が生じたときは配当金として
加入者全員に還元 しています。

傷害

35
会員のために継続してい

る福利厚生制度です。

最高3000万円の保障（無診査）が
70才まで新設されました

保険金額の増減は毎年自由に
変更できます

本人プランは
入院1日
15,000円
まで保障1入院60日限度  通算1,000日分まで保障

奥村





公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　山鹿市鹿央古代の森の古代ハスです。多くの
人々がカメラを持参して来ていました。約２千
年前の化石に含まれていた種を開花させた花。
２千年前の清浄な香りがします。

（N・Y）
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今春、広報委員会旅行で広島平和記念公園に行った。ここは中学校時代に１度修学旅行で訪れたこ
とがあった。ものすごい数の鳩が「うじゃ、うじゃ」いたという記憶があったのだが、今回は鳩が数えるほ
どしかおらず、あまりの少なさに本当にびっくりした。鳩は「平和のシンボル」だが人間にとっては「糞害」
を引き起こす。糞害対策を行ったのではないかと、勝手に考えてしまった。鳩にとって住みにくい世の中
になったのだろう。
さて先頃、我が家の玄関先の木の下に小さなたまごが落ちていた。見上げる
と木の枝に巣があり、そこに１羽の鳩がいた。その後は気になり外出時に「ちょ
こ、ちょこ」観察していると、１週間程で１羽のヒナどりを見ることができた。都
会や町では憎まれることが多いようだが、ひなどりはほんとかわいく心が癒さ
れ、えさをやりたくなる。が、ぐっと我慢。ひなの成長がたのしみ…と思ってい
たら３日で居なくなってしまった。どこに行ったのだろうか、だいじょうぶかな、
もっと見ていたかったなあ…あっけないほど早い巣立ちだった。

編集者のつぶやき
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主な行事予定 September

熊本県歯科医師会

Kumamoto Dental Association

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

6日（水）

9日（土）

19日（火）

27日（水）

30日（土）

第６回常務理事会

歯科医科連携キックオフシンポジウム

第７回常務理事会

第５回理事会

シニア倶楽部（ホテル日航熊本）

9
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